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広
告
の
お
申
し
込
み
は

秘
書
・
広
報
課
ま
で

◀
◀
◀

広
告

件数内訳 平成23年9月末 前年比
総件数 378件 ＋24件
　人身事故
（うち高齢者）

44件
（15）

－7件
（－2）

　　死　者
（うち高齢者）

4人
（3）

＋2人
（＋2）

　　傷　者 54人 ±0人
　物損事故 334件 ＋31件

10月の納税

編
集
後
記

市・県民税▶第３期
納 期 限▶10月31日（月）
口座振替▶10月26日（水）

交通事故発生状況
※高齢者＝65歳以上

８月末現在 自 然 動 態 社 会 動 態 ９月末現在 月間増減出生 死亡 計 転入 転出 計
男 12,436人 8 20 －12 12 15 －3 12,421人 －15人
女 13,628人 4 15 －11 13 15 －2 13,615人 －13人
合　計 26,064人 12 35 －23 25 30 －5 26,036人 －28人
世帯数 8,233世帯 8,233世帯 0世帯

人口の動き

　

10
月
に
入
り
、
気
温
の

寒
暖
の
差
が
大
き
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
現
在
は

市
内
で
も
赤
と
ん
ぼ
の
産

卵
時
期
の
真
っ
最
中
。
水

の
た
ま
っ
た
田
ん
ぼ
で
は

赤
と
ん
ぼ
が
「
つ
が
い
」

に
な
っ
て
、
お
尻
を
水
に

た
た
き
つ
け
て
産
卵
す
る

姿
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
の

赤
と
ん
ぼ
が
全
国
的
に
は

激
減
し
て
い
ま
す
。
勝
山

市
で
は
当
た
り
前
の
よ
う

に
見
ら
れ
る
こ
の
赤
と
ん

ぼ
が
、
実
は
非
常
に
貴
重

な
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。
勝
山
市
で
は
、
赤
と

ん
ぼ
が
舞
う
風
景
を
未
来

に
残
す
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
詳
し
く
は
特
集
記
事

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

施設紹介施設紹介

勝山市営温水プール　＝片瀬町1＝

　市営温水プールでは、そうごスイミングクラブがス
イミングのレッスンのほか、市から委託を受けて水中
教室などを開催しています。10月からは、短期トレー
ニングマシーン講座やヨガ教室なども開講していま
す。
　同クラブコーチ主任の新

あら

谷
たに

望
み

恵
え

さんは「年配の方に
は、陸上より膝への負担が少ないプールでの運動がお
勧めです。最初は水着になることに抵抗を感じられて
いた方も、１度プールに入ってしまえばそんなことは
気にせず、プールでの運動を楽しんでいるようです。
皆さんもぜひ１度プールに入ってみませんか。」と話
しました。
　なお、先月から２階に「健康トレーニング室」を新
設しました。ご自身の体力づくりや健康維持のために、
プールと併せてぜひご利用ください。
※本紙10ページを参照

プールに入ろうよ！

勝山市シルバーフェスタ勝山市シルバーフェスタ
日 時 １０月２３日（日）
 午前９時３０分～午後3時
会 場 ゆめおーれ勝山
内 容 ふるまい餅、野菜即売など
 葉ぼたん３００鉢無料配布

家庭のいろんなご用をお受けします。ご相談下さい。家庭のいろんなご用をお受けします。ご相談下さい。
公益社団法人 勝山市シルバー人材センター

電話番号　８８－１８８１

皆さまの
お越しを
お待ちして
います

インストラクターの新谷望恵さん（写真左）と
事務の上田愛子さん
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アキアカネ
（平泉寺町池ケ原湿原にて撮影）
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特
集　

日
本
の
原
風
景
を
未
来
へ

赤
と
ん
ぼ

赤
と
ん
ぼ
か
ら
か
ら

見
え
る

見
え
る
未
来
未
来

　
「
赤
と
ん
ぼ
」。
そ
の
数
が
、
生
活
環
境
の
悪
化
等
の
影
響
で
全
国
的
に
激
減
し
て
い
ま
す
。
勝
山

市
で
は
、
秋
に
な
る
と
ま
だ
た
く
さ
ん
の
赤
と
ん
ぼ
が
飛
ぶ
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
国
内

で
は
極
め
て
貴
重
な
地
域
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
勝
山
市
で
は
生
物
多
様
性
を
保
全
す
る
目
的
か
ら
、

秋
に
赤
と
ん
ぼ
が
舞
う
環
境
を
未
来
へ
残
し
て
い
く
た
め
の
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。日
本
の〝
原

風
景
〞
を
守
り
、
多
様
な
生
物
が
生
息
で
き
る
環
境
を
未
来
に
残
し
ま
し
ょ
う
。

　

赤
と
ん
ぼ
を
代
表
す
る
種
で
あ

る
ア
キ
ア
カ
ネ
は
、
初
夏
に
水
田

で
羽
化
し
、
夏
に
は
高
地
で
過
ご

し
た
後
、
秋
に
真
っ
赤
に
な
っ
て

平
地
に
下
り
て
く
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

６
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
、
勝

山
市
環
境
保
全
推
進
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
前
園
泰
徳
さ
ん
の
指

導
に
よ
り
、
赤
と
ん
ぼ
の
生
態
を

調
べ
る
た
め
、
市
内
の
４
小
学
校

（
三
室
・
野
向
・
荒
土
・
鹿
谷
の

各
小
学
校
）
の
児
童
が
水
田
で
羽

化
し
た
赤
と
ん
ぼ
類
（
ア
キ
ア
カ

三室小学校の調査風景

ネ
、
ナ
ツ
ア
カ
ネ
、
ノ
シ
メ
ト
ン

ボ
）
の
数
を
調
査
し
ま
し
た
。
ま

た
、
翅
（
は
ね
）
に
マ
ー
ク
を
付

け
て
放
し
、
そ
の
移
動
経
路
を
調

べ
る
活
動
を
行
い
ま
し
た
。（
マ
ー

ク
総
数
２
５
３
６
個
体
）

〜
市
内
小
学
生
が
参
加
〜

ア
キ
ア
カ
ネ
を
追
う
！

盛夏

初夏

水田で羽化

秋

水田等で
産卵

標高1000ｍ以上の
高地

アキアカネの生態
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「
赤
と
ん
ぼ
と
共
に
生
き
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

赤
と
ん
ぼ
の
舞
う
風
景
を
未
来
へ

　

勝
山
市
が
進
め
て
い
る
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
す
る
環
境
保
全
研
究
会
が
開
催
さ
れ
、

上
田
哲
行
教
授
の
講
演
と
、市
内
４
小
学
校
の
児
童
に
よ
る
赤
と
ん
ぼ
調
査
の
成
果
報
告
、

前
園
泰
徳
さ
ん
に
よ
る
赤
と
ん
ぼ
調
査
の
内
容
説
明
と
成
果
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

日
本
の
原
風
景
を
守
る

　

全
国
で
激
減
し
て
い
る
赤
と
ん

ぼ
が
、
ま
だ
当
た
り
前
の
風
景
と

し
て
残
る
勝
山
市
。
こ
の
環
境
を

残
し
て
い
く
こ
と
で
、
他
の
多
様

な
生
物
が
生
息
で
き
る
可
能
性
が

広
が
っ
て
い
く
。
そ
の
た
め
に
は

何
を
す
べ
き
か
、
何
が
で
き
る
の

か
を
子
ど
も
た
ち
と
、
地
域
の
人

が
一
緒
に
考
え
て
い
く
「
赤
と
ん

ぼ
と
共
に
生
き
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

市
内
４
小
学
校
に
よ
る
赤
と
ん

ぼ
の
生
態
調
査
は
、
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
で
す
。
10
月
1

日
に
教
育
会
館
大
ホ
ー
ル
で
行
わ

れ
た
環
境
保
全
研
究
会
で
、
調
査

を
担
当
し
た
児
童
た
ち
が
成
果
報

告
を
し
ま
し
た
。

　

残
し
た
い
自
然

　

児
童
た
ち
は
、
小
学
校
ご
と
に

発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

赤
と
ん
ぼ
の
生
態
に
つ
い
て
、

調
査
を
通
し
て
初
め
て
知
る
こ
と

ば
か
り
で
驚
い
た
こ
と
や
、
他
の

昆
虫
に
も
関
心
が
高
ま
っ
て
き
た

こ
と
な
ど
が
発
表
さ
れ
、「
こ
の

自
然
を
残
し
て
い
き
た
い
」「
と

ん
ぼ
の
住
み
や
す
い
環
境
に
つ
い

て
調
べ
た
い
」
と
い
っ
た
環
境
保

全
意
識
の
高
ま
り
が
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。

さっそく始
められる

こと！

さっそく始
められる

こと！

アキアカネは　適度な 水水 たまりが大好き
　～赤とんぼの生態にあわせた優しい田んぼつくりを～

　アキアカネは稲刈り後の水田にできる水
たまりに産卵します。稲刈り後の９～ 11

月に適度な水たまりができるよう水田に水を入
れ、産卵しやすい環境を作りましょう。
　水はたくさんでなく、水たまりができる程度で
十分です。

　アキアカネの卵は春、水田に水が入ると
孵
ふ

化
か

し、6月から7月にかけて飛び立ちます。
　水入れが遅いと６月の水切り時期に飛び立てな
いアキアカネが増えてしまいます。
　春は、できる限り早めに水入れを行いましょう。

荒土小学校の発表

三室小学校の発表

野向小学校の発表

アキアカネの産卵の様子

劇団ドラゴン・ファミリーによる「赤とんぼ」斉唱

秋

春
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と
子
ど
も
た
ち

〜
調
査
を
通
し
て
変
わ
る
意
識
〜

　

赤
と
ん
ぼ
の
羽
化
数
調
査
と
、
移
動
経
路
確
認
の
た
め
の
マ
ー

キ
ン
グ
に
は
市
内
の
４
小
学
校
（
三
室
・
野
向
・
荒
土
・
鹿
谷
）

の
児
童
た
ち
が
参
加
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
児
童
た
ち
に
は
、
調

査
を
通
し
て
い
ろ
い
ろ
な
変
化
が
み
ら
れ
た
よ
う
で
す
。
鹿
谷
小

学
校
で
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

鹿谷小学校５年生による調査の様子

２
０
８
匹
に
マ
ー
キ
ン
グ

　

鹿
谷
小
学
校
で
は
、
５
年
生
16

人
全
員
が
６
月
末
か
ら
７
月
中
旬

に
か
け
て
、
小
学
校
付
近
の
水
田

３
枚
で
赤
と
ん
ぼ
類
の
羽
化
し
た

後
の
抜
け
殻
数
調
査
と
、
羽
化
し

た
ば
か
り
の
翅
に
追
跡
調
査
用
の

マ
ー
キ
ン
グ
を
す
る
作
業
を
行
い

ま
し
た
。

　

羽
化
殻
は
２
８
７
個
見
つ
け
、

マ
ー
キ
ン
グ
は
２
０
８
個
体
に
施

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
感
想

・
赤
と
ん
ぼ
が
大
好
き
に
な
っ
た

・
い
っ
ぱ
い
マ
ー
キ
ン
グ
で
き
て

よ
か
っ
た

・
マ
ー
キ
ン
グ
し
た
も
の
が
帰
っ

て
き
て
ほ
し
い

・
田
ん
ぼ
に
よ
っ
て
羽
化
数
が
違

う
の
が
不
思
議

　

子
ど
も
た
ち
に
は
、
自
然
を
見

つ
め
る
目
が
し
っ
か
り
と
養
わ
れ

て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
来
年
も

調
査
し
た
い
！
と
い
う
声
も
あ
り

ま
し
た
。

鹿谷小学校5年生の皆さん

　

身
近
な
環
境
に
興
味

　

赤
と
ん
ぼ
類
の
調
査
を
通
じ

て
、
子
ど
も
た
ち
が
変
わ
っ
た

な
と
感
じ
る
こ
と
は
、
ま
ず
単

に
「
赤
と
ん
ぼ
」
と
呼
ば
ず
に

ア
キ
ア
カ
ネ
や
ナ
ツ
ア
カ
ネ
な

ど
と
種
名
で
し
っ
か
り
呼
ぶ
よ

う
に
な
り
、
分
か
ら
な
い
昆
虫

の
名
前
は
、
ち
ゃ
ん
と
図
鑑
で

調
べ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昆
虫
が
苦
手
な
女
の

子
も
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
る

な
ど
、
子
ど
も
た
ち
は
、
よ
り

楽
し
く
、
よ
り
知
的
に
身
近
な

環
境
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に

な
っ
た
と
感
じ
ま
す
。
私
自
身

も
ア
キ
ア
カ
ネ
の
羽
化
や
い
ろ

ん
な
こ
と
を
子
ど
も
た
ち
と
発

見
し
、
一
緒
に
感
動
す
る
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
気
づ
き

　

こ
の
体
験
を
通
じ
て
子
ど
も

た
ち
は
、
山
や
川
や
田
ん
ぼ
も

含
め
、
そ
れ
ら
が
人
間
だ
け
の

も
の
で
は
な
く
、
自
然
の
も
の

で
あ
る
と
い
う
こ
と
、そ
し
て
、

人
間
も
自
然
と
共
に
生
き
て
い

る
と
い
う
こ
と
に
気
づ
い
て
き

て
、
さ
ら
に
関
心
が
高
ま
っ
て

き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま

す
。

子
ど
も
た
ち
と

一
緒
に
感
動
！

鹿
谷
小
学
校

平
林　

茂
将 

教
諭

赤
と
ん
ぼ

赤
と
ん
ぼ
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●
補
正
予
算

　

一
般
会
計
は
２
億
１
０
１
９
万

５
千
円
を
増
額
し
、
総
額
を
１
２

３
億
１
５
５
５
万
１
千
円
と
し
ま

し
た
。

　

主
な
増
額
補
正
内
容
と
し
て
、

・
新
体
育
館
建
設
に
向
け
た
用
地

測
量
、
埋
蔵
文
化
財
調
査
及
び

基
本
計
画
の
策
定
経
費

・
７
月
の
豪
雨
等
で
発
生
し
た
市

道
、
河
川
、
農
道
、
林
道
等
の

災
害
復
旧
に
か
か
る
経
費

・
自
主
防
災
組
織
を
基
盤
と
す

る
、
除
排
雪
体
制
整
備
の
た
め

の
除
雪
機
械
購
入
等
に
対
す
る

助
成

・
住
民
基
本
台
帳
の
カ
ー
ド
の
多

目
的
利
用
促
進
の
た
め
の
機
器

整
備

な
ど
で
す
。

　

特
別
会
計
は
、
下
水
道
事
業
会

計
、
簡
易
水
道
事
業
会
計
、
国
民

健
康
保
険
会
計
、
介
護
保
険
会
計

の
補
正
が
、
い
ず
れ
も
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

●
条　
　

例

　

条
例
は
、
携
帯
電
話
等
エ
リ
ア

整
備
事
業
分
担
金
徴
収
条
例
の
制

定
、
土
地
開
発
基
金
条
例
の
一
部

改
正
の
２
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

●
そ
の
他

　

ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
等
の
購
入

契
約
の
締
結
な
ど
４
議
案
お
よ
び

意
見
書
案
２
件
が
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

　

陳
情
２
件
が
採
択
さ
れ
、
陳
情

１
件
が
趣
旨
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
請
願
１
件
と
認
定
２
件

が
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

●
委
員
の
任
命
・
選
任

（
敬
称
略
）

　

公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ

い
て
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

天
野　

義
廣
（
猪
野
）

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
選
任
に
つ
い
て
同
意
さ
れ
ま

し
た
。

牧
野
マ
リ
子
（
元
町
１
丁
目
）

　

監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
同

意
さ
れ
ま
し
た
。

倉
田　

源
右
ヱ
門

（
野
向
町
北
野
津
又
）

山岸市長からの説明を聞く来場者

９
月
市
議
会
で

決
ま
っ
た
内
容

委
員
会
構
成
決
ま
る

（
◎
委
員
長
、
○
副
委
員
長
）

敬
称
略

●
常
任
委
員
会
●

（
総
務
文
教
厚
生
委
員
会
）

　

◎
松
山
信
裕
、
○
丸
山
忠
男
、

門　

善
孝
、
乾　

章
俊
、
倉
田

源
右
ヱ
門
、
北
川
晶
子
、
加
藤

一
二
、
安
居
久
繁

（
建
設
産
業
委
員
会
）

　

◎
山
内
征
夫
、
○
松
本
忠
司
、

下
道
惠
子
、
帰
山
寿
憲
、
北
沢　

諭
、
松
村
治
門
、
山
田
安
信
、

北
山
謙
治

（
議
会
運
営
委
員
会
）

　

◎
倉
田
源
右
ヱ
門
、
○
山
田
安

信
、
丸
山
忠
男
、
乾　

章
俊
、

安
居
久
繁
、
北
山
謙
治

●
特
別
委
員
会
●

（
新
体
育
館
建
設
特
別
委
員
会
）

※
全
議
員
で
構
成

◎
帰
山
寿
憲
、
○
丸
山
忠
男

大
野
・
勝
山
地
区

　

広
域
行
政
事
務
組
合
議
会
議
員

　

帰
山
寿
憲
、
山
内
征
夫
、
倉
田

源
右
ヱ
門
、
安
居
久
繁
、
北
山

謙
治

勝
山
・
永
平
寺

衛
生
管
理
組
合
議
会
議
員

　

松
本
忠
司
、
下
道
惠
子
、
松
山

信
裕
、
北
沢　

諭
、
加
藤
一
二

福
井
県
後
期
高
齢
高
齢
者
医
療

　
　
　
　
　

広
域
連
合
議
会
議
員

　

松
村
治
門

　10月４日、市民会館大ホールで、市民
の皆さんと話し合う「市長となんでも語
ろう会」が新体育館建設をテーマに開催
され、約300人の参加がありました。
　①新体育館建設の背景、②建設予定地、
③建設スケジュール、④新体育館の機能、
⑤新体育館の規模、⑦建設財源について、
山岸市長ほか各担当者より説明を行いま
した。
　会場では、多くの意見や質問が寄せられ、市民の皆
さんの関心の高さと期待がうかがえました。
　最後に山岸市長は、「新体育館建設については、不
退転の決意をもって臨む。」と力強く明言し、市民の
皆さんとともに、よりよい体育館を作りあげていくこ
とを確認しました。

「
市
長
と
な
ん
で
も
語
ろ
う
会
」
開
催

新
体
育
館
建
設
に
つ
い
て
説
明
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新
体
育
館
建
設
地
の

調
査
費
等
予
算
を
可
決

　

９
月
定
例
市
議
会
が
９
月
13
日
か
ら
10
月
３
日
ま
で
の
日

程
で
開
催
さ
れ
、
新
体
育
館
建
設
の
基
本
計
画
や
調
査
費
の

予
算
が
可
決
さ
れ
、
市
民
の
長
年
の
夢
で
あ
っ
た
新
体
育
館

建
設
が
始
動
し
ま
し
た
。

昭
和
町
に
建
設

　

山
岸
市
長
は
９
月
定
例
市
議
会

の
招
集
あ
い
さ
つ
の
中
で
、
新
体

育
館
の
建
設
予
定
地
と
し
て
、
昭

和
町
２
丁
目
の
「
和な

ご

み
の
杜も

り

」
進

入
路
付
近
の
用
地
を
選
定
し
た
と

発
表
し
ま
し
た
。（
下
記
図
面
参

照
）

　
選
定
の
主
な
理
由

・
市
街
地
中
心
部
か
ら
近
く
、
市

民
の
利
便
性
が
高
い

・
国
道
１
５
７
号
沿
い
に
位
置

し
、
車
で
の
ア
ク
セ
ス
が
容
易

・
近
く
に
学
校
や
体
育
施
設
が
多

く
、
新
体
育
館
と
連
携
し
た
利

活
用
が
可
能

新
体
育
館
建
設
の
タ
イ
ミ
ン
グ

　

山
岸
市
長
は
今
回
の
提
案
時
期

に
つ
い
て
、

①
新
体
育
館
建
設
へ
向
け
て
市
民

の
期
待
と
機
運
が
高
ま
っ
て
い

る
こ
と

②
平
成
30
年
福
井
国
体
が
開
催
さ

れ
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
を
誘

致
で
き
る
こ
と

③
勝
山
市
の
財
政
見
通
し
が
堅
調

で
あ
る
こ
と

以
上
の
３
つ
の
要
素
が
揃
っ
て
い

る
今
こ
そ
が
、
新
体
育
館
建
設
に

向
け
て
始
動
し
、
最
大
限
の
努
力

を
す
る
べ
き
時
期
で
あ
る
と
述
べ

ま
し
た
。

新
体
育
館
の
規
模
・
機
能

　

新
体
育
館
の
規
模
・
機
能
に
つ

い
て
は
、

・
国
体
な
ど
大
き
な
大
会
を
開
催

で
き
る
サ
イ
ズ

・
市
民
の
健
康
増
進
機
能

・
イ
ベ
ン
ト
開
催
機
能

・
災
害
時
の
避
難
所
等
防
災
機
能

な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

予
定
地
は
民
有
地
で
あ
る
た

め
、
今
後
地
権
者
の
方
々
と
具
体

的
な
話
し
合
い
を
進
め
、
ご
理
解

ご
協
力
い
た
だ
い
た
う
え
で
、

・
今
年
度　

基
本
設
計

・
24
年
度　

設
計

・
28
年
度　

竣
工
オ
ー
プ
ン

・
29
年
度　

国
体
プ
レ
大
会
開
催

・
30
年
度　

福
井
国
体
開
催

と
い
う
予
定
を
し
て
い
ま
す
。

新体育館建設予定地周辺図
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勝
山
市
の
情
報
公
開
度
は
？

勝
山
市
の
情
報
公
開
度
は
？

　

市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
福
井
に
よ
る
「
２
０
１
１
年
情
報

公
開
度
に
関
す
る
調
査
」
で
、
福
井
県
お
よ
び
県
内
各
市

に
お
け
る
勝
山
市
の
情
報
公
開
度
は
、
第
８
位
で
し
た
。 

４
項
目
で
最
高
点
の
評
価

　

ア
ン
ケ
ー
ト
９
項
目
の
う
ち
、

次
の
４
項
目
に
つ
い
て
は
、
最
高

点
を
獲
得
し
ま
し
た
。

首
長
交
際
費
の
情
報
公
開

◆
書
類
（
紙
）
に
よ
る
情
報
公
開

◆
情
報
公
開
資
料
の
コ
ピ
ー
代

情
報
公
開
条
例
の
内
容

◆
閲
覧
手
数
料
お
よ
び
情
報
公
開

資
料
の
コ
ピ
ー
代

３
セ
ク
、
外
郭
団
体
の
情
報
公
開

◆
情
報
公
開
条
例
に
お
い
て
、
出

資
法
人
に
関
す
る
情
報
公
開
に

つ
い
て
、
情
報
開
示
に
関
す
る

条
文
、
ま
た
は
「
情
報
開
示
を

行
う
よ
う
努
力
す
る
」
な
ど
の

条
文
が
あ
り
、
情
報
公
開
請
求

が
可
能
な
出
資
法
人
が
あ
る
か

　

な
お
、
下
記
の
4
項
目
の
内
容

に
つ
い
て
は
、
積
極
的
に
改
善
し

て
、
情
報
公
開
度
の
さ
ら
な
る
向

上
を
目
指
し
ま
す
。

2011年
情報公開度ランキング

順位 県・市名 点数

1 福 井 県 55

2 鯖 江 市 47

3 小 浜 市 44

4 福 井 市 40

5 越 前 市 37

6 敦 賀 市 35

7 あ わ ら 市 33

8 勝 山 市 32

8 大 野 市 32

8 坂 井 市 32

調査項目
勝　山　市　の　状　況 今　後　の　方　針
内　　　　　容 ランク（点数） 内　　　　　容 ランク（点数）

首長交際費
の情報公開

・インターネット上での情報公開に
ついて
　→毎月の総額のみ公開している

Ｅ
（０）

今年度中に支出相手方の個人
名（病気見舞い除く）、団体名
をすべて公開します。

A
（10）

議会のホー
ムページ上
での情報公
開

・議会の議事録の掲載について
　→本会議の議事録のみが掲載され
ている

Ｂ
（２）

事務負担や経費の面で困難な
課題があります。更に調査研
究をしていきます。

Ｂ
（２）

・本会議の公開内容について
　→ホームページでは中継されてい
ないが、役所等の施設で実況中
継されている

Ｃ
（３）

ホームページでいつでも録画
が見られるようにすることを
前提に、技術的な課題につい
て具体的に検討していきます。
議長交際費についても市長交
際費と同様に公開します。

Ｂ
（８）

情報公開条
例の内容

・情報公開請求権者について
　→住民もしくは市内企業、利害関
係にある者

Ｃ
（０）

他自治体の条例等を研究検討
した上で、誰でも請求が可能
となるよう整備していきます。

A
（５）

３セク、外
郭団体の情
報公開

・情報公開条例において、公社、
100％出資法人が実施機関になっ
ているか
　→要綱により、実施機関と同様の
開示が行われている

Ｂ
（２）

今年度中に勝山市情報公開条
例において、実施機関として
規定します。

A
（５）

平成22年度勝山市情報公開の実施状況 単位：件
請求受理件数 決　定　件　数 部　局　別

総　数 請求者内訳 開　示 一部開示 非開示 対象外 市長部局関係 選挙管理委員会

１５
個人 １１

１４ １ ０ ０ １５ ０
会社 ４

・請求を受けた多くが、介護保険や教育に関する文書等でした
・不服申し立てや請求の取り下げはありませんでした

広報かつやま10月号 №683 　　 10

新設！ 健康トレーニング室新設！ 健康トレーニング室
　先月末、皆さまからの要望が多かったトレーニング室を、
市営温水プール２階に設置しましたので、ご紹介します。

名　　称　　健康トレーニング室
設置機具　　ランニングマシーン３台、
　　　　　　エアロバイク３台、
　　　　　　身体計測機、血圧機、マット
利用料金　　市内の方　１００円
　　　　　　市外の方　２００円
　　　　　　　※高校生以下は半額
そ の 他　　ご利用時に、受講証の提示が必要です
※特定日に開催する講習を受けられた方に、受講証を
発行しています
問　健康長寿課（すこやか）（☎87－0888）

利
用
者
の
声

　

健
康
維
持
の
た
め
に
、
週

に
１
度
プ
ー
ル
に
来
て
い
ま

す
。

　

い
い
機
具
が
置
い
て
あ

り
、
機
具
を
利
用
す
る
こ
と

で
、
自
分
の
能
力
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
、
プ
ー
ル
と
一

緒
に
利
用
し
て
い
き
た
い
で

す
。

50
代
男
性

　

健
康
管
理
の
た
め
に
、
週

３
回
プ
ー
ル
を
利
用
し
て
い

ま
す
。

　

す
ば
ら
し
い
機
械
が
そ

ろ
っ
て
お
り
、
数
値
を
確
認

で
き
る
こ
と
で
、
い
い
刺
激

を
受
け
て
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
る
と
思
い
ま
す
。
プ
ー

ル
と
併
用
で
利
用
し
て
い
き

た
い
で
す
。

　

冬
場
で
も
運
動
で
き
る
施

設
で
す
し
、
多
く
の
方
に
利

用
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　

50
代
女
性
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合計94億1,979万円

市 税 の 収 入 状 況

一 般 会 計
目 的 別 市 債 残 高

指 標 で み る 財 政 事 情

市 有 財 産 の 状 況

会　　計　　名 歳入決算額 歳出決算額 差し引き
23万円
150万円
83万円
4万円

1億3,746万円
―

51万円
644万円

―
28万円

1億4,729万円

育 英 資 金
下 水 道 事 業
農業集落排水事業
簡 易 水 道 事 業
国 民 健 康 保 険
老 人 保 健
後 期 高 齢 者 医 療
介護保険（保険事業勘定）
介護保険（介護サービス事業勘定）
市 有 林 造 成 事 業

特 別 会 計 合 計

3,549万円
12億8,414万円
5億 156万円
2億 738万円
27億2,226万円

501万円
3億1,314万円
24億7,516万円

1,104万円
7,772万円

76億3,290万円

3,526万円
12億8,264万円
5億 73万円
2億 734万円
25億8,480万円

501万円
3億1,263万円
24億6,872万円

1,104万円
7,744万円

74億8,561万円

30億8,521万円

市民税
13億3,616万円
（43.3％）

固定資産税
13億3,965万円
（43.4％）

軽自動車税
5,840万円（1.9％）

市たばこ税
1億3,592万円（4.4％）

入湯税
3,058万円（1.0％）

都市計画税
1億8,450万円（6.0％）

市 債 残 高 の 状 況
一 般 会 計

下水道事業

簡易水道事業

農業集落排水事業

市有林造成事業

合　　　　計

特 

別 

会 

計

94億1,979万円

58億6,864万円

3億4,929万円

15億8,457万円

4,687万円

172億6,916万円

（平成23年3月31日現在）
建　　物
土　　地
立　　木
基　　金
　現金・預金等
　うち財政調整基金
　うちその他の基金
　土　地
有価証券
出 資 金
債　　権　　

14万7,599㎡
2,246万8,960㎡
23万 343㎥

26億9,249万円
17億1,644万円
9億7,605万円

3,262㎡
3億1,400万円
3億8,250万円
1億9,131万円

民生  3億8,362万円
5億7,742万円
6億6,426万円衛生

土木

土木

土木
（公園）
10億4,936万円教育

    その他
11億
  8,657万円 　 農林

水産

消防 1億8,981万円

5億4,894万円

   臨時
 財政対策債
33億6,663万円 （都市計画）

9億7,289万円

（道路橋りょう・住宅）
4億8,029万円

特別会計

勝　 山 　市

22
年
度

21
年
度

勝山市（速報値）
県内9市平均（速報値）

99.9％

経常収支比率

93.7％
88.5％

財政力指数
※ ※

0.50％
県内9市平均 91.9％ 0.71％

0.47％
0.68％

全  国  平  均 91.1％ 0.70％

財 政 健 全 化 判 断 比 率
※ ※ ※ ※

勝　山　市
早期健全化基準

実質赤字比率

－－－
14.06

連結実質赤字比率

－－－
19.06

実質公債費比率

11.7
25.0

将来負担比率

89.9
350.0

県内9市平均（速報値） －－－ －－－ 12.0 81.5
　平成19年6月に公布された「地方公共団体の財政の健全化に関する法律（財
政健全化法）」に基づき、上記指標を算定しました。この指標は、地方公共団体の
「早期健全化」と「財政再生」の2段階で財政悪化をチェックするとともに、特別
会計や一部事務組合等も併せた連結決算により、地方公共団体全体の財政状況
を明らかにしようとするものです。
　勝山市はいずれの項目においても、早期健全化基準を大きく下回り、健全である
といえます。　　　　　　　 　  （詳しくは、市のホームページをご覧ください）

※
用
語
解
説

【
経
常
収
支
比
率
】
財
政
構

造
の
弾
力
性
（
余
裕
）
を
あ

ら
わ
し
た
も
の
。
毎
年
経
常

的
に
収
入
さ
れ
る
財
源
の
う

ち
、
人
件
費
・
扶
助
費
・
公

債
費
な
ど
、
毎
年
必
ず
支
払

う
経
費
の
割
合
。

　

１
か
月
の
家
計
に
例
え
る

と
、
食
費
や
家
賃
、
光
熱
費
、

水
道
代
、
ロ
ー
ン
返
済
な
ど

毎
月
決
ま
っ
て
支
払
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
経
費
の
合
計

が
、
給
料
総
額
に
対
し
て
ど

の
程
度
占
め
る
か
を
あ
ら
わ

し
た
も
の
で
す
。

【
財
政
力
指
数
】
地
方
公
共

団
体
の
財
政
力
を
あ
ら
わ
し

た
も
の
。

　

一
般
の
家
庭
に
例
え
る

と
、
子
ど
も
が
別
居
し
て
い

る
場
合
、
標
準
的
な
生
活
費

（
家
賃
や
食
費
な
ど
）
に
対

す
る
標
準
的
な
収
入
（
給
料

な
ど
）の
割
合
で
す
。
な
お
、

標
準
的
な
生
活
費
と
標
準
的

な
収
入
の
差
額
で
不
足
が
生

じ
る
と
親
か
ら
の
仕
送
り

（
普
通
交
付
税
）
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

【
標
準
財
政
規
模
】
地
方
公

共
団
体
が
自
由
に
使
え
る
財

源
の
標
準
的
な
収
入
。

【
実
質
赤
字
比
率
】
一
般
会

計
等
の
実
質
赤
字
が
標
準
財

政
規
模
に
占
め
る
割
合
。

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
家
庭
に
例

え
る
と
、
一
年
間
の
収
入
と

支
出
の
差
引
に
お
い
て
赤
字

が
生
じ
た
場
合
、
赤
字
額
が

そ
の
年
の
家
庭
の
給
料
総
額

に
対
し
て
ど
の
程
度
占
め
る

か
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
で

す
。

【
連
結
実
質
赤
字
比
率
】
全

会
計
（
一
般
会
計
等
だ
け
で

な
く
、
そ
の
他
の
特
別
会
計

を
含
む
）
の
実
質
赤
字
が
標

準
財
政
規
模
に
占
め
る
割

合
。

【
実
質
公
債
費
比
率
】
一
般

会
計
等
が
負
担
す
る
市
債
等

の
償
還
金
が
標
準
財
政
規
模

に
占
め
る
割
合
。

　

別
居
し
て
い
る
子
ど
も
を

持
つ
家
庭
に
例
え
る
と
、
親

の
ロ
ー
ン
の
ほ
か
子
ど
も
の

ロ
ー
ン
を
親
が
肩
代
わ
り
し

て
返
済
し
て
い
る
場
合
、
そ

の
返
済
金
の
合
計
が
、
親
の

給
料
総
額
に
対
し
て
ど
の
程

度
占
め
る
か
を
あ
ら
わ
し
た

も
の
で
す
。

【
将
来
負
担
比
率
】
一
般
会

計
等
が
将
来
負
担
す
べ
き
債

務
が
標
準
財
政
規
模
に
占
め

る
割
合
。

　

別
居
し
て
い
る
子
ど
も
を

持
つ
家
庭
に
例
え
る
と
、
親

の
ロ
ー
ン
の
残
高
、
子
ど
も

の
ロ
ー
ン
の
残
高
（
親
が
肩

代
わ
り
し
て
返
済
す
る
額
）、

家
族
の
将
来
の
冠
婚
葬
祭
な

ど
に
係
る
経
費
の
総
額
か

ら
、
そ
れ
に
充
て
る
こ
と
の

で
き
る
財
源
（
貯
金
な
ど
）

を
差
し
引
い
た
額
が
、
そ
の

年
の
給
料
総
額
に
対
し
て
ど

の
程
度
占
め
る
か
を
あ
ら
わ

し
た
も
の
で
す
。
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歳出

人件費（18.6％）

物件費（10.4％）

補助費等（10.5％）

普通建設事業費（14.5％
）

扶助費（15.5％）

公債費（9.3％）
積立金（4.1％）
貸付金（2.8％）

繰出金（10.1％）

歳入総額
129億596万円

歳入

市　税
30億8,521万円
（23.9％）

その他
10億8,204万円
（8.4％）

地方交付税
41億1,385万円
（31.9％）

県支出金
13億4,369万円
（10.4％）

国庫支出金
15億911万円
（11.7％）

諸収入
4億5,612万円（3.5％）

繰入金
2億949万円（1.6％）歳出総額

124億4,573万円

投
資
及
び

　

出
資
金（
0.1
％
）

市 債  　
11億645万円
（8.6％）

総務費
18億2,309万円
（14.6％）

民生費
34億4,889万円
（27.7％）

衛生費
7億7,694万円
（6.2％）

土木費
16億5,851万円
（13.3％）

消防費　3億7,649万円（3.0％）

教育費
15億8,980万円
（12.8％）

公債費
11億5,495万円
（9.4％）

商工費　4億730万円（3.3％）

議会費　1億4,685万円（1.2％）

労働費
3億7,942万円
（3.0％）
農林水産業費
6億8,349万円
（5.5％）

繰 越 金
分担金及び負担金
地方消費税交付金
地 方 譲 与 税
使用料及び手数料
地方特例交付金
自動車取得税交付金
利 子 割 交 付 金
配 当 割 交 付 金
株式等譲渡所得割交付金
財 産 収 入
交通安全対策特別交付金
寄 附 金

2億4,513万円
1億8,742万円
2億3,182万円
1億6,842万円
1億 569万円
5,004万円
4,422万円
1,272万円
508万円
168万円
1,975万円
454万円
553万円

一般会計

維
持
補
修
費

　
　
　
（
4.1
％
）

●
総　

括
●

　

平
成
22
年
度
勝
山
市
一
般
会
計
決
算
は
、
歳
入
が
１
２

９
億
５
９
６
万
円
、
歳
出
が
１
２
４
億
４
５
７
３
万
円
と

な
り
、
歳
入
で
6.3
％
の
増
、
歳
出
で
4.6
％
の
増
（
前
年
度

比
＝
以
下
同
じ
）
と
な
り
ま
し
た
。
歳
入
歳
出
の
差
引
き

の
う
ち
翌
年
度
へ
繰
り
越
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
財
源
１

億
４
５
４
５
万
円
を
引
い
た
３
億
１
４
７
８
万
円
が
実
質

的
な
黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
歳　

入
●

　

市
税
は
、
個
人
市
民
税
が
、
所
得
の
減
額
及
び
納
税
義

務
者
数
の
減
な
ど
の
影
響
か
ら
、
前
年
度
を
約
１
億
円
下

回
る
決
算
と
な
り
ま
し
た
が
、
景
気
回
復
に
よ
り
法
人
市

民
税
が
前
年
度
よ
り
倍
増
と
な
り
総
額
で
は
30
億
８
５
２

１
万
円
で
前
年
度
と
ほ
ぼ
同
額
と
な
り
ま
し
た
。
自
主
財

源
は
、
43
億
１
４
３
４
万
円
で
、
自
主
財
源
比
率
は
33
・

４
％
（
3.2
％
の
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
方
交
付
税
は
、
普
通
交
付
税
が
市
民
税
、
固
定
資
産

税
、
各
種
交
付
金
、
各
種
譲
与
税
関
係
な
ど
の
減
額
に
よ

り
増
額
、
特
別
交
付
税
も
大
雪
の
影
響
に
よ
り
増
額
と
な

り
、
総
額
で
41
億
１
３
８
５
万
円
（
２
億
４
４
９
万
円
、

5.2
％
の
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
特
定
財
源
で
は
、
平
成
22
年
度
に
創
設
さ
れ
た
子

ど
も
手
当
の
支
給
開
始
に
伴
い
、
子
ど
も
手
当
負
担
金
が

皆
増
、
県
支
出
金
は
、
発
電
所
所
在
市
町
に
対
す
る
地
域

振
興
交
付
金
、
緊
急
雇
用
創
出
臨
時
特
例
基
金
事
業
補
助

金
な
ど
の
特
殊
要
因
に
よ
り
大
幅
な
増
額
と
な
り
ま
し

た
。

　

市
債
に
お
い
て
は
、
地
方
財
政
計
画
に
お
い
て
の
財
源

が
不
足
し
臨
時
財
政
対
策
債
が
大
幅
な
増
額
と
な
り
、
総

額
11
億
６
４
５
万
円
（
１
億
２
４
６
３
万
円
、
12
・
７
％

の
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

●
歳　

出
●

　

民
生
費
で
は
、
子
ど
も
手
当
の
支
給
開
始
、
野
向
児
童

館
の
建
設
な
ど
に
よ
り
、
総
額
34
億
４
８
８
９
万
円
（
３

億
７
５
３
９
万
円
、
12
・
２
％
の
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

商
工
費
で
は
、
平
成
21
年
度
か
ら
平
成
22
年
度
に
か
け

て
実
施
し
た
、
か
つ
や
ま
と
く
と
く
商
品
券
発
行
事
業
の

終
了
に
よ
り
大
幅
な
減
額
と
な
り
、
総
額
４
億
７
３
０
万

円
（
２
億
４
３
４
１
万
円
、
37
・
４
％
の
減
）
と
な
り
ま

し
た
。

　

消
防
費
で
は
、
平
成
20
年
度
か
ら
平
成
21
年
度
に
継
続

費
で
実
施
を
し
た
市
役
所
庁
舎
耐
震
補
強
工
事
や
同
報
系

防
災
行
政
無
線
整
備
工
事
に
よ
る
防
災
対
策
事
業
が
終
了

し
た
こ
と
に
よ
り
、
総
額
３
億
７
６
４
９
万
円
（
２
億
２

７
５
２
万
円
、
37
・
７
％
の
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

教
育
費
で
は
、
南
部
中
学
校
、
中
部
中
学
校
に
お
け
る

耐
震
補
強
工
事
や
史
跡
白
山
平
泉
寺
旧
境
内
総
合
整
備
事

業
（
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
建
設
）
な
ど
に
よ
り
、
総
額
15
億

８
９
８
０
万
円
（
２
億
１
２
４
１
万
円
、
15
・
４
％
の
増
）

と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
度
末
の
財
政
調
整
基
金
残
高
は
、
県
よ
り
交

付
さ
れ
た
発
電
所
所
在
市
町
に
対
す
る
地
域
振
興
交
付
金

（
２
億
１
１
０
０
万
円
）
分
を
含
め
、
総
額
17
億
１
６
４

４
万
円
（
３
億
２
０
２
７
万
円
、
22
・
９
％
の
増
）
と
な

り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
市
債
残
高
は
、
94
億
１
９
７
９
万
円
（
１

億
２
３
６
万
円
、
1.1
％
の
増
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

う
ち
臨
時
財
政
対
策
債
を
除
い
た
残
高
は
60
億
５
３
１
６

万
円
（
３
億
８
２
０
０
万
円
、
5.9
％
の
減
）
で
10
年
連
続

の
減
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
22
年
度
の
決
算
状
況

　

市
で
は
年
2
回
、
市
の
財
政
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
平
成

22
年
度
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
決
算
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

財政公表
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も
の
づ
く
り
に
挑
む
！

も
の
づ
く
り
に
挑
む
！

〜
平
成
22
・
23
年
度
の
成
果
報
告
〜

　

先
月
号
に
続
き
、
も
の
づ
く
り
技
術
・
研
究
開
発
支
援
事
業
に

認
定
さ
れ
た
企
業
等
の
事
業
者
の
事
業
経
過
や
そ
の
成
果
に
つ
い

て
ご
紹
介
し
ま
す
。 

（
順
不
同
、
敬
称
略
） 

　

自
動
車
部
品
製
造
に
お
い
て
、

表
面
処
理
工
程
で
発
生
し
た
メ
ー

カ
ー
支
給
品
の
不
具
合
を
剥
離
再

処
理
す
る
設
備
を
開
発
で
き
た
こ

こ
と
で
、
メ
ー
カ
ー
の
生
産
活
動

に
与
え
て
き
た
支
障
を
解
消
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
技
術
の
習
得
に
は
、
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
指
導
の
下
、
ラ
イ
ン

設
計
か
ら
不
良
品
の
原
因
追
求
、

不
良
デ
ー
タ
の
解
析
な
ど
、
大
変

苦
心
し
ま
し
た
が
、
こ
の
開
発
に

取
り
組
ん
だ
こ
と
が
社
員
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
に
繋
が
り
ま
し
た
。

　

勝
山
で
織
ら
れ
る
シ
ル
ク
の
効

能
を
唱
え
た
製
品
と
し
て
、織
り
、

染
色
、縫
製
の
役
割
を
明
確
に
し
、

大
型
旅
館
の
部
屋
着
（
シ
ャ
ツ
、

パ
ン
ツ
、
ア
メ
ニ
テ
ィ
ー
グ
ッ
ズ

な
ど
）
を
企
画
開
発
し
ま
し
た
。

大
型
旅
館
と
の
商
談
で
は
、
単
価

や
素
材
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
課
題
が

残
り
、
残
念
な
が
ら
契
約
に
は
至

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

現
在
は
、
販
路
の
方
向
を
一
般

消
費
者
に
着
目
し
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
販
売
で
顧
客
獲
得
に
乗
り

出
し
て
い
ま
す
。 

　

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
イ
ン
フ

ラ
整
備
が
進
む
な
か
、
タ
ッ
チ
パ

ネ
ル
を
使
用
し
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
は
、
こ
れ
か
ら
大
き
な
市

場
性
が
期
待
で
き
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン

グ
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
高
度
の

環
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
す
る

こ
と
で
、
さ
ら
に
便
利
な
ツ
ー
ル

が
登
場
す
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
の
事
業
の
取
り
組
み
に
際
し
、

２
回
に
わ
た
り
モ
デ
ル
を
製
作

し
、
評
価
を
受
け
て
き
ま
し
た
。

「
直
接
触
れ
る
」
と
言
っ
た
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
ー
ス
に
対
す
る
関
心
度

の
深
さ
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め

に
は
、
顧
客
の
情
報
を
正
し
く
整

理
し
、
求
め
る
も
の
を
明
確
に
理

解
し
て
一
緒
に
作
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
「
恐
竜
体
験
イ
ベ
ン
ト
」
と
は
、

リ
ア
ル
な
恐
竜
模
型
の
展
示
や
化

石
発
掘
体
験
な
ど
で
、
子
ど
も
た

ち
が
恐
竜
に
興
味
を
持
つ
よ
う
な

イ
ベ
ン
ト
で
す
。
ま
た
「
化
石
恐

竜
た
ま
ご
」
は
、
石
膏
で
固
め
ら

れ
た
卵
の
中
に
恐
竜
フ
ィ
ギ
ュ
ア

が
埋
め
込
ま
れ
て
い
て
、
簡
易
工

具
を
使
っ
て
掘
り
出
す
発
掘
擬
似

体
験
で
す
。

剥
離
設
備
の
開
発
に
よ
り

再
処
理
工
数
を
削
減

㈱
フ
ク
タ
カ

「
恐
竜
体
験
イ
ベ
ン
ト
」と

「
化
石
恐
竜
た
ま
ご
」の
拡
販

㈱
グ
リ
ー
ン
サ
ラ
ダ

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
方
式

次
世
代
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

ツ
ー
ル
の
開
発

チ
ェ
ル
ト
㈱
（
現
ケ
イ
テ
ー
・

テ
ク
シ
ー
ノ
㈱
）

シ
ル
ク
製
品
の
新
規
開
発

㈱
啓
・
㈱
東
野
東
吉
織
物

　

こ
れ
ら
の
商
品
を
世
に
出
す
た

め
に
、
全
国
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
や

大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の

特
別
イ
ベ
ン
ト
の
時
期
を
調
査

し
、
事
前
に
よ
り
高
度
な
見
識
、

見
解
を
示
し
、
注
文
を
受
け
て
い

き
た
い
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
京
都
市
や
名
古
屋

市
の
イ
オ
ン
に
出
展
し
、
県
立
恐

竜
博
物
館
な
ど
の
認
知
度
を
高
め

な
が
ら
、
地
元
勝
山
へ
の
誘
客
に

努
め
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
来
年
２
月
に
開
催
さ

れ
る
東
京
ギ
フ
ト
シ
ョ
ー
へ
の
出

展
を
目
指
し
て
準
備
し
て
い
ま

す
。ものづくり技術・研究開発支援事業

取り組みプレゼンテーション
 来年度、この事業に取り組んでみたいという意
欲的な事業者のご参加をお待ちしています。
と　き▶11月14日（月）　午後6時30分～
ところ▶勝山ニューホテル
発表者▶平成22年度事業認定者（４事業者）
問　商工振興課（市役所２階）　（☎88-8105）
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平
成
平
成
2222
年
度
水
道
事
業
会
計
決
算
報
告

年
度
水
道
事
業
会
計
決
算
報
告

業
務
状
況
（
表
①
参
照
）

　

平
成
22
年
度
は
、
年
間
総
配
水

量
、
年
間
有
収
水
量
、
有
収
率
に

つ
い
て
、
前
年
度
を
上
回
る
結
果

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
要
因
は
、

景
気
持
ち
直
し
に
よ
る
製
造
業
の

使
用
水
量
の
増
加
や
平
成
20
年
度

か
ら
実
施
し
て
い
る
漏
水
対
策
等

に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

一
方
、
給
水
人
口
は
、
前
年
度
を

下
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

財
政
状
況
（
表
②
参
照
）

　

本
年
度
の
総
事
業
収
益
は
３
億

３
５
０
６
万
円
、
総
事
業
費
用
は

３
億
４
９
７
８
万
９
千
円
と
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
差
額
で
あ
る

純
損
失
１
４
７
２
万
９
千
円
に

は
、利
益
積
立
金
を
充
当
し
ま
す
。

　

一
方
、
資
本
的
収
入
は
３
６
２

３
万
７
千
円
、
資
本
的
支
出
は
２

億
１
９
７
５
万
４
千
円
と
な
り
、

こ
の
１
億
８
３
５
１
万
７
千
円
の

不
足
額
は
、
過
年
度
分
損
益
勘
定

留
保
資
金
、
当
年
度
分
損
益
勘
定

留
保
資
金
お
よ
び
減
債
積
立
金
で

補
填
し
ま
し
た
。

総
括
事
項

　

毎
年
安
心
で
き
れ
い
な
水
道
水

の
安
定
供
給
を
図
り
な
が
ら
、
勝

山
市
水
道
事
業
の
健
全
な
財
政
基

盤
の
確
立
に
努
め
て
い
ま
す
。　

　

主
な
収
入
で
あ
る
水
道
料
金
収

入
は
、
給
水
人
口
の
減
少
は
あ
る

も
の
の
、
景
気
持
ち
直
し
に
よ
る

製
造
業
の
使
用
水
量
の
増
加
に
よ

り
、
対
前
年
比
３
・
36
％
の
増
収

と
な
り
ま
し
た
。
一
方
、
支
出
に

お
い
て
は
、
減
価
償
却
費
や
企
業

債
の
元
金
償
還
が
増
加
し
経
営
は

厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
清
浄
で
安
全
な
水
の

供
給
を
図
る
た
め
、
既
存
水
道
施

設
の
維
持
管
理
の
充
実
を
怠
る
こ

と
な
く
、
ま
た
累
増
す
る
企
業
債

の
元
金
償
還
に
要
す
る
費
用
お
よ

び
減
価
償
却
費
に
対
応
し
得
る
経

営
基
盤
の
確
立
が
必
要
と
考
え
て

い
ま
す
。
な
お
、
水
道
事
業
会
計

の
健
全
な
経
営
の
た
め
、
平
成
23

年
度
に
水
道
料
金
の
値
上
げ
を
実

施
し
て
お
り
、
平
成
24
年
度
に
つ

い
て
も
水
道
料
金
の
値
上
げ
が
決

定
し
て
い
ま
す
。

　

水
道
事
業
会
計
決
算
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
決
算
書
を
市
立
図
書

館
に
備
え
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問　

上
下
水
道
課（
市
民
会
館
２
階
）　

（
☎
88
‐
８
１
０
９
）

項　　目 業　務　量 前年度比
給 水 人 口 22,936 人 － 1.22％
給 水 戸 数 7,192  戸 － 0.65％
年間総配水量 3,090,356㎥ ＋ 3.31％
年間有収水量 2,526,517㎥ ＋ 3.64％

１日最大配水量 14,981 ㎥
（平成22年12月31日） － 0.55％

有 収 率 81.75  ％ ＋ 0.32％
導送配水管延長 297,363.9 ｍ 0.00％

区　　分 22年度決算額 21年度決算額
収 入 3億3,506万円 3億2,338万7千円
支 出 3億4,978万9千円 3億5,938万1千円
差 引 －1,472万9千円 －3,599万4千円

事　業　名（工事名） 地　係 事業費（工事費）
簡易水道事業統合に伴
う上水道事業変更認可
設計業務委託

平泉寺町
大矢谷ほか 876万8千円

事　業　名（工事名） 地　係 事業費（工事費）
一般県道藤巻・下荒井線
石綿管布設替工事 遅羽町比島 747万4千円

市道６－３号線ほか
石綿管布設替工事

郡町
1・2丁目 598万9千円

市道７－２号線ほか
石綿管布設替工事

旭町
1・2丁目 438万5千円

メーター
口径

基本料金　10㎥まで 超過料金　1㎥につき
22年度 23年度 24年度 11㎥～30㎥ 31㎥～100㎥ 100㎥～

13ミリ 1,050 1,100 1,150 22年度 105 120 145
20ミリ 1,200 1,250 1,300 11㎥～30㎥ 31㎥～50㎥ 51㎥～100㎥ 100㎥～
25ミリ 1,400 1,450 1,500 23年度 113 128 130 155
40ミリ 1,600 1,650 1,700 24年度 120 135 140 165

区　　分 22年度決算額 21年度決算額
収 入 3,623万7千円 4,093万6千円
支 出 2億1,975万4千円 2億5,694万4千円
差 引 －1億8,351万7千円 －2億1,600万8千円

表①　業務状況

表②　財政状況

表③　主な拡張事業

表④　主な改良事業

【収益的収支（税抜）】

（単位：円）水道料金表　（税別、口径50ミリ以上は省略）

【資本的収支（税込）】

※22年度：平成23年4月検針分（3月使用分）まで
　23年度：平成23年5月検針分（4月使用分）～平成24年4月検針分（3月使用分）
　24年度：平成24年5月検針分（4月使用分）以降
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男性と女性が、職場、学校、地域、家庭で、それぞれの
個性と能力を発揮できる「男女共同参画社会」の実現の
ためには、皆さん一人ひとりの取り組みが必要です。

行
政
相
談

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦

情
、
行
政
の
仕
組
み
や
手
続
き

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
な
ど
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

行
政
に
関
す
る
身
近
な
相
談

を
受
け
て
、
解
決
の
促
進
を
図

る
の
が「
行
政
相
談
委
員
制
度
」

で
す
。

　

個
室
で
の
相
談
で
、
内
容
や

個
人
情
報
は
守
ら
れ
ま
す
の

で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
相
談
は
無
料
で
す
。

■
行
政
相
談
委
員

　

深
谷　

久
枝
（
元
町
１
）

　

仲
谷　

則
雄
（
北
郷
町
）

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

■
と　

き

　

毎
月　

第
３
水
曜
日

　

午
前
９
時
〜
正
午

　

10
月
19
日
、
11
月
16
日
、

　

12
月
21
日
、
１
月
18
日
、

　

2
月
15
日
、
3
月
21
日

■
と
こ
ろ

　

教
育
会
館　

蘭
・
桜
の
間

皆さんのお越しをお待ちしています。

と　き　11月13日（日）
　　　　午後1時30分～４時
ところ　福祉健康センター「すこやか」
※「特設人権相談所」を設けます

『のぞみフェスタ』開催『のぞみフェスタ』開催

10
月
17
日（
月
）〜

23
日（
日
）は

行
政
相
談
週
間
で
す

平成23年度　男女共同参画ポスターコンクール入賞者紹介

荒土小学校４年
立　壁　伊　織

勝山中部中学校３年
永　吉　晴　夏

最最優優秀秀作作品品 おめでとうございます
【小学生の部（応募数36点）】
優秀賞　山　内　芽　依（三室小１年）
　　　　本　田　悠　斗（村岡小５年）
　　　　東　川　玖令亜（村岡小５年）
　　　　笠　川　望　優（成器南小６年）
【中学生の部（応募数52点）】
優秀賞　高　田　いずみ（勝山中部中１年）
　　　　荒　木　広　美（勝山中部中１年）
　　　　五十嵐　晴　香（勝山北部中２年）
　　　　炭　谷　沙　希（勝山中部中３年）

ポスターコンクール入賞作品展
　「のぞみフェスタ」会場で展示します。
　その後、市内量販店等での開催も予定
しています。広報かつやまお知らせ版や
ホームページでお知らせします。

　落語で楽しく、心の豊
かさを学びましょう。珍
しい腹話術をつかった落
語は必見です。
テーマ　笑いでコミュニ

ケーションづくり
講　師　笑福亭学光 氏

（落語家）

（順不同・敬称略）

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
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いじめ、差別、虐待、セクハラ、配偶者や
パートナーからの暴力、その他人権にかか
わる問題で悩んでいませんか。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
市
長
が
市

議
会
の
意
見
を
聴
い
て
推
薦
し
、

法
務
大
臣
の
委
嘱
を
受
け
た
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
身
近
な
相
談
相
手

で
す
。
福
井
県
内
で
は
１
３
０
名

が
、
勝
山
市
で
は
７
名
の
方
が
委

嘱
を
受
け
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活

動
を
し
て
い
ま
す
。

①
相
談

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
次
の
よ
う

な
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。

■
セ
ク
ハ
ラ
や
、
夫
・
彼
氏
か
ら

の
暴
力

■
学
校
や
友
だ
ち
・
家
族
な
ど
人

間
関
係
の
悩
み

人
権
擁
護
委
員
は

身
近
な
相
談
相
手

こ
ん
な
活
動
を
し
て
い
ま
す

■
介
護
虐
待
や
高
齢
者
に
関
わ
る

悩
み

■
外
国
人
な
ど
へ
の
偏
見
や
差
別

な
ど
…

　

相
談
の
際
に
、「
人
権
を
侵
害

さ
れ
た
」
と
い
う
申
告
が
あ
っ
た

場
合
に
は
、
福
井
地
方
法
務
局
の

職
員
に
連
絡
し
、
協
力
し
て
解
決

を
図
っ
て
い
ま
す
。

②
啓
発
活
動
、
人
権
教
育

　

地
域
の
皆
さ
ん
に
人
権
に
つ
い

て
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
、啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

幼
稚
園
や
保
育
園
な
ど
を
訪
問

し
、
人
権
に
対
す
る
意
識
の
啓
発

を
す
る
な
ど
、
人
権
教
育
の
普
及

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
勝
山
市
と
協
力
し
、
小

中
学
校
で
の
人
権
の
花
の
配
布

や
、「
あ
り
が
と
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

の
募
集
も
行
っ
て
い
ま
す
。

問　

未
来
創
造
課（
市
役
所
2
階
）

（
☎
88
‐
１
１
１
５
）

人権講座を開催します

講　師　北島　三男 氏
（福井新聞社論説委員長）

　「男女共同参画」も人権活動の重要
なテーマです。参加無料ですので、ぜ
ひご参加ください。

と　き　10月26日（水）午後7時～
ところ　福祉健康センター「すこやか」

多目的ホール

― 

演　

題 

―

オ
ン
ナ
の
視
点
、

オ
ト
コ
の
視
点

人
権
相
談

　

毎
月
、
人
権
擁
護
委
員
が
交

代
で
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

個
室
で
の
相
談
で
、
内
容
や

個
人
情
報
は
守
ら
れ
ま
す
の

で
、
安
心
し
て
お
話
い
た
だ
け

ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

■
人
権
擁
護
委
員

　

北
川　

博
正
（
旭
町
１
）

　

久
保　

純
兒
（
本
町
４
）

　
比
良
野
八
郎
右
ヱ
門
（
野
向
町
）

　

天
野　

恭
子
（
猪
野
）

　

和
田　

次
泰
（
元
町
３
）

　

宇
佐
美
千
春
（
鹿
谷
町
）

　

多
田
千
代
美
（
荒
土
町
）

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

■
と　

き

　

毎
月　

第
１
・
３
水
曜
日

　

午
前
９
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ

　

教
育
会
館　

蘭
・
桜
の
間

　

お
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
、
ま

ず
は
ご
相
談
に
お
い
で
く
だ
さ

い
。

　

問
題
解
決
の
糸
口
を
探
り
ま

し
ょ
う
。

北川　博正 氏
人権擁護委員

人
権
を
尊
重
す
る
社
会
づ
く
り
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　国民年金保険料は、所得税および住民税の社
会保険料控除の対象となります。
　「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」
が送付されたら大切に保管し、年末調整や確定
申告の際に添付してください。
　なお、ご家族の国民年金保険料を納付された
場合は、納付された方の社会保険料控除の対象
となります。

控除証明書の送付について
・１月１日～９月30日の間に納付された方に
は、11月上旬までに送付されます
・10月１日以降に今年初めて納付された方に
は、翌年１月下旬までに送付されます

　老齢や退職を支給事由とする年金は、雑所得
として所得税の課税対象となります。
（障害年金・遺族年金は課税対象外）
　下記対象受給者には、11月上旬までに「扶養
親族等申告書」が送付されますので、お早めに
提出してください。
65歳未満 年金額が108万円以上
65歳以上 年金額が158万円以上

〈注〉提出されないと、各種控除が受けられず
に所得税の源泉徴収額が多くなる場合があり
ますので、忘れずに提出してください。

「社会保険料（国民年金保険料）「社会保険料（国民年金保険料）
控除証明書」が送付されます控除証明書」が送付されます 「扶養親族等申告書」の「扶養親族等申告書」の

提出をお忘れなく！提出をお忘れなく！
～年末調整・確定申告まで大切に保管を!～～年末調整・確定申告まで大切に保管を!～

年
金

問　市民課（市役所１階）（☎88‐8102）、福井年金事務所（☎0776‐23‐4518）

※社会保険料（国民年金保険料）控除証明書・
扶養親族等申告書は、日本年金機構から郵送
されます

　特定健診を受診して、約１か月後に健診結果
が届きますが、その時が生活習慣を振り返る良
い機会となります。
　健診は病気の兆候などを大掴みに判断するも
のであり、詳細な病名まで診断することはでき
ません。健診結果に「再検査」や「精密検査」
がある場合は、医療機関に相談しましょう。

悪い結果を放置しておくと…
　健診結果の数値が基準値内であっても、それ
は「健康のお墨付き」ではなく、あくまでも現
時点の健康状態であり、今後の健康を保障する
ものではありません。大切なのは数年に渡る健
診数値、言わば「あなただけの基準値」です。
その数値がどのように変動しているかを把握す
ることが、病気の発見や生活習慣の改善に繋が
ります。
メタボリックシンドロームにご注意！
　メタボリックシンドロームは動脈硬化を進

め、心筋梗塞や脳梗塞、糖尿病などを発症する
危険を高めます。下記に該当する方は、健康に
関する相談を随時受け付けていますので、ぜひ
ご利用ください。

項　　　目 基　準　値
腹　　　　囲 男性：85cm以上、女性：90cm以上

血圧 収 縮 期 130mmHg以上
拡 張 期 85mmHg以上

血糖 空腹時血糖値 100mg/dl以上
H b A 1 c 5.2％以上

脂質 中 性 脂 肪 150mg/dl以上
H D L 40mg/dl未満

生活習慣改善ポイント
・日常生活の中でこまめに身体を動かして、消
費エネルギーを増やしましょう。
・食事は１日３食決まった時刻に摂り、食事内
容の偏りに気をつけましょう。また、最初に
食物繊維が多い食品（野菜、海藻等）を摂り、
良く噛んで食べ過ぎを防ぎましょう。
問　健康長寿課（すこやか） （☎87‐ 0888）

健診結果を活用しましょう健診結果を活用しましょう
～健診結果は生活習慣を映す鏡～～健診結果は生活習慣を映す鏡～

国
保
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第
5
回　

勝
山
の
水
の
魅
力

　

勝
山
に
暮
ら
し
て
半
年
が
経
過
し
ま
し

た
。
今
回
は
、
引
っ
越
し
最
初
に
衝
撃
を

受
け
、
そ
し
て
、
今
も
常
に
そ
の
あ
り
が

た
み
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る「
勝
山
の
水
」

に
つ
い
て
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

何
よ
り
も
自
慢
で
き
る
こ
と
は
、
水
の

お
い
し
さ
だ
と
思
い
ま
す
。
地
下
水
由
来

で
あ
る
こ
と
か
ら
水
道
水
で
も
冷
た
く
、

消
毒
回
数
も
少
な
い
の
が
魅
力
で
す
。
こ

ち
ら
に
来
て
か
ら
、
い
っ
さ
い
水
を
買
わ

な
く
な
り
ま
し
た
。

　

次
に
取
り
上
げ
た
い
の
は
、
水
の
き
れ

い
さ
で
す
。
水
質
的
に
も
大
変
き
れ
い
な

水
が
ど
こ
に
で
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、

そ
の
生
物
の
生
息
の
有
無
で
、
環
境
の
き

れ
い
さ
を
判
断
で
き
る「
環
境
指
標
生
物
」

と
い
う
生
き
物
た
ち
が
い
ま
す
。
な
か
で

も
特
に
き
れ
い
な
水
の
み
に
生
息
す
る
、

プ
ラ
ナ
リ
ア
（
和
名
：
ナ
ミ
ウ
ズ
ム
シ
）

と
い
う
生
物
が
、
勝
山
で
は
大
半
の
川
で

見
ら
れ
る
の
で
す
。
ま
た
、
バ
イ
カ
モ
と

い
う
梅
の
花
に
似
た
花
を
付
け
る
水
草

が
、
市
内
各
地
に
見
ら
れ
る
こ
と
も
す
ば

ら
し
い
こ
と
で
す
。
福
井
県
内
で
は
武
生

の
佐
治
川
が
、
こ
の
バ
イ
カ
モ
の
繁
茂
す

る
川
と
し
て
有
名
で
あ
り
、
観
光
地
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
勝
山
の
水
の
魅
力
と
し
て
忘

れ
て
は
い
け
な
い
の
が
、
水
量
の
豊
富
さ

で
す
。
水
が
豊
か
だ
か
ら
こ
そ
、
池
を
あ

ま
り
作
ら
な
く
て
も
稲
作
が
可
能
で
あ

り
、融
雪
溝
と
し
て
活
用
で
き
る
の
で
す
。

　

い
ろ
い
ろ
な
恩
恵
を
も
た
ら
し
て
い
る

勝
山
の
水
で
す
が
、
残
念
な
こ
と
に
、
川

に
は
大
量
の
ゴ
ミ
が
流
れ
て
い
ま
す
。
現

在
、
あ
ち
こ
ち
の
学
校
で
ゴ
ミ
を
調
べ
て

い
ま
す
が
、
残
念
な
こ
と
に
落
ち
て
い
る

ゴ
ミ
の
ほ
と
ん
ど
は
大
人
が
故
意
に
、
ま

た
は
不
注
意
で
流
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
勝
山
の
シ
ン
ボ
ル

と
も
言
え
る
水
に
つ
い
て
、
も
う
一
度
市

民
全
員
で
考
え
、
子
ど
も
た
ち
に
、
そ
し

て
、
子
ど
も
た
ち
が
誇
れ
る
財
産
と
し
て

捉
え
な
お
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

「
勝
山
エ
コ
ラ
イ
フ
」コ
ラ
ム

「
勝
山
エ
コ
ラ
イ
フ
」コ
ラ
ム

　
　

新
規
チ
ャ
レ
ン
ジ
部
門

　

平
成
23
年
度
わ
が
ま
ち
魅
力
醸
成
事
業

も
約
半
年
が
経
ち
ま
し
た
。
今
年
度
は
、

様
々
な
世
代
の
グ
ル
ー
プ
が
参
加
し
や
す

く
す
る
た
め
に
、
新
し
い
部
門
を
設
置
し

ま
し
た
。

　

今
回
は
、
平
成
23
年
３
月
の
募
集
で
エ

ン
ト
リ
ー
さ
れ
た
６
団
体
に
つ
い
て
、
ご

紹
介
し
ま
す
。（
応
募
順
）

①
ハ
ー
モ
ニ
カ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
そ
よ
風
」

　

市
内
の
福
祉
施
設
等
で
ハ
ー
モ
ニ
カ

演
奏
を
行
い
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
幅
広
い
方
々
へ
癒
し
や
元
気
を
お

届
け
し
ま
す
。

②
御
所
ヶ
原
会

　

北
谷
町
谷
の
出
村
に
残
る
歴
史
を
記

録
に
残
す
活
動
を
し
て
い
ま
す
。「
御

所
ヶ
原
（
五
所
ヶ
原
）」
は
、
京
の
都

か
ら
落
ち
延
び
て
き
た
者
が
定
住
し
て

で
き
た
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
り
ま

す
。

③
片
瀬
銭
太
鼓
保
存
会

　

片
瀬
に
百
年
前
か
ら
伝
わ
る
銭
太
鼓

を
後
世
に
残
す
た
め
、
奉
納
芸
能
と
し

て
新
た
な
創
作
を
試
み
ま
す
。

④
ス
イ
ー
ツ
食
愛
（
く
ら
ぶ
）
か
つ
や
ま

　

勝
山
の
農
産
物
本
来
の
味
や
香
り
を

生
か
し
た
勝
山
メ
イ
ド
の
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー

キ
の
開
発
と
普
及
を
目
指
し
ま
す
。

⑤
勝
山
Ｂ
Ｂ
‘
Ｓ

　

若
者
向
け
の
勝
山
の
携
帯
サ
イ
ト
を

作
り
、
情
報
発
信
や
交
流
で
き
る
コ
ン

テ
ン
ツ
を
作
成
し
ま
す
。
そ
し
て
、
若

者
が
も
っ
と
楽
し
め
る
勝
山
を
作
り
ま

す
。

⑥
勝
山
Ｂ
級
グ
ル
メ
開
発
会

　

勝
山
の
食
材
を
使
っ
た
Ｂ
級
グ
ル
メ

の
試
作
・
開
発
を
し
ま
す
。
そ
こ
か
ら
、

勝
山
の
注
目
度
の
上
昇
を
目
指
し
ま

す
。

◆
新
規
チ
ャ
レ
ン
ジ
部
門

　
　
　
　

２
次
募
集
し
ま
す
！

　

こ
れ
か
ら
秋
・
冬
に
ま
ち
づ
く
り
イ
ベ

ン
ト
な
ど
を
お
考
え
の
団
体
な
ど
、
幅
広

い
層
の
方
々
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

応
募
条
件
▼
市
内
で
活
動
す
る
団
体
で
、

初
め
て
申
請
す
る
事
業
で
あ
る
こ
と
等

活
動
期
間
▼
11
月
〜
平
成
24
年
３
月

補
助
額
▼
上
限
10
万
円

審
査
方
法
▼
募
集
締
め
切
り
後
、
エ
コ
協

企
画
委
員
会
で
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、

決
定
し
ま
す
。
ま
た
、
年
度
末
の
報
告

会
で
実
施
結
果
を
発
表
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

応
募
締
切
▼
11
月
11
日
（
金
）

※
詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

（
エ
コ
協
広
報
委
員
会
）

問　

未
来
創
造
課
（
市
役
所
2
階
）

 

（
☎
88
‐
１
１
１
５
）

わ
が
ま
ち
魅
力醸成

事
業

バイカモ

hisho
環境10%
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　作　家　椎 名　 誠 氏
　　　　　　（かつやま左義長大使）

　テーマ　『私のスローライフ』

基調講演

と　き　11月5日（土）
　　　　　　午前９時～正午
　　　　　　（開場　午前8時30分）
ところ　市民会館　大ホール

〈プログラム〉
9:10 ～　基調講演
10:20 ～　パネルディスカッション
　テーマ「ふるさとの再生に向けて」
　コーディネーター
　　和田 章仁 氏（福井工業大学教授）
　パネリスト
　　椎名 　誠 氏（作家）
　　玉木 憲治 氏（勝山市エコミュージアム協議会会長）
　　小林 信男 氏（北谷地区区長会長）
　　山岸 正裕 氏（勝山市長）

このシンポジウムは、全国モーターボート競走施行者協議会からの拠出金を受けて実施するものです。

第
47
回
勝
山
市
民
総
合
文
化
祭

テ
ー
マ
〝
文
化
祭
、
来
て
、
見
て
、
知
っ
て
、
感
動
を
〞

　

来
年
１
月
ま
で
、
市
内
各
所
で
約
１
０
０
団
体
に
よ
り
各

種
発
表
会
や
作
品
展
示
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

問　生涯学習・スポーツ課
（教育会館２階）（☎88－8114）

オープニングセレモニー
参加者には粗品をプレゼント！

と　き▶10月29日（土）午前９時～
ところ▶教育会館　正面玄関
内　容▶お琴体験、手作り作品バザー、

茶道等各種体験イベント
その他▶午前９時30分から、先着50人

に山野草をプレゼントします
展示発表
と　き▶10月29日（土）～ 31日（月）
　　　　午前９時～午後６時
　　　　※31日は正午まで
ところ▶教育会館ほか
芸能発表
と　き▶10月29日（土）・30日（日）
　　　　午後１時～６時
ところ▶市民会館ほか

ジオパーク市民講演会
　地域の人たちがジオパークを楽しむコ
ツや、自分たちの地域のジオパークをよ
くしていく方法等を学びましょう。

と　き▶10月19日（水）
　　　　午後７時～
ところ▶すこやか
　　　　多目的ホール
演　題▶「ジオパークを
　　　　　　　　楽しむ」
講　師▶渡辺　真人 氏

（日本ジオパーク委員会事務局員）
※申込不要。お気軽にご参加ください

問　未来創造課（市役所２階）
　　（☎88－8115）

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
等
入
賞
者
の
ご
紹
介

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
等
入
賞
者
の
ご
紹
介

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

中
１
年
）、
西
野
葉
月
（
中
部
中

１
年
）、
伊
藤
里
奈
子
、
竹
島
綾

乃
（
北
部
中
１
年
）

※
県
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
で
加
藤
さ
ん
は
銀

賞
、
國
本
さ
ん
は
銅
賞
を
受
賞

し
ま
し
た

【
小
学
生
の
部
】

◆
最
優
秀

松
村
隼
生
（
成
器
南
小
５
年
）

◆
優　

秀

笠
松
莉
奈
、
伊
藤
小
雪
（
三
室
小

６
年
）、
山
内
れ
な
（
村
岡
小
４

年
）、
深
見
太
一
（
平
泉
寺
小
４

年
）、
石
塚
悠
生
（
荒
土
小
３
年
）

◆
入　

選

味
見
優
利
奈
（
荒
土
小
６
年
）、

森
本
未
羽
（
成
器
西
小
６
年
）、

石
塚
萌
（
荒
土
小
５
年
）、
千
京

明
日
香
（
成
器
南
小
５
年
）

【
中
学
生
の
部
】

◆
最
優
秀

加
藤
颯
捺
（
中
部
中
２
年
）
※

◆
優　

秀

別
段
優
季
、
藤
村
優
紀
、
松
山
隼

士
（
南
部
中
３
年
）、
山
本
真
由
、

玉
木
希
美
（
中
部
中
３
年
）、
島

田
和
輝
、
森
石
龍
太
（
北
部
中
３

年
）、
桝
家
小
春
、
谷
口
祐
奈
（
中

部
中
２
年
）、
國
本
美
花
（
北
部

中
２
年
）
※
、
寺
本
悠
希
斗
、
杉

平
菜
摘
（
中
部
中
１
年
）、
奥
田

こ
の
か
（
北
部
中
１
年
）

◆
入　

選

玉
木
孝
佳
、
村
井
俊
太
、
寺
本
龍

也（
中
部
中
３
年
）、坂
井
志
帆（
中

部
中
２
年
）、
出
口
ひ
な
（
南
部

【
中
学
生
の
部
】

◆
優　

秀

和
田
美
奈
子
（
中
部
中
３
年
）

多
田　

泉
（
中
部
中
２
年
）

谷
口
英
信
（
中
部
中
１
年
）

【
小
学
生
の
部
】

◆
優　

秀

笠
川
望
優
（
成
器
南
小
６
年
）

本
田
悠
斗
（
村
岡
小
５
年
）

長
岡
大
煕
（
荒
土
小
４
年
）

今
井
彩
葵
（
成
器
南
小
３
年
）

下
牧　

雛
（
荒
土
小
２
年
）

古
川
真
珠
（
成
器
西
小
１
年
）

◆
最
優
秀

斎
藤
暖
也
（
三
室
小
５
年
）

　
『
そ
の一票　

　
　
　

自
分
で
こ
の
町　

　
　
　
　
　

変
え
ら
れ
る
』

◆
優　

秀

岩
岡
悠
太
郎
、
味
見
優
里
奈
（
荒

土
小
６
年
）、
酒
井
大
介
、
笠
松

莉
奈
、酒
井
夏
瑞（
三
室
小
６
年
）、

平
島
あ
い
な
（
三
室
小
４
年
）、

乾
竜
太
朗
、
滝
本
果
音
、
深
見
太

一
（
平
泉
寺
小
４
年
）  

11
月
１
日
か
ら
狩
猟
期
間
に
入

り
ま
す
の
で
、
野
山
に
お
出
か
け

の
際
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

期　

間
▼

ニ
ホ
ン
ジ
カ
・
イ
ノ
シ
シ

11
月
１
日
〜平

成
24
年
３
月
15
日

※
う
ち
11
月
14
日
ま
で
、
お
よ
び

２
月
16
日
以
降
は
わ
な
猟
の
み

そ
れ
以
外
の
狩
猟
鳥
獣

11
月
１
日
〜平

成
24
年
２
月
15
日

問　

林
業
振
興
課（
市
役
所
１
階
）

（
☎
88
‐
８
１
２
１
）

平
成
平
成
2323
年
度
勝
山
市

年
度
勝
山
市

明
る
い
選
挙
啓
発

明
る
い
選
挙
啓
発

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

平
成
平
成
2323
年
度
勝
山
市
防
災

年
度
勝
山
市
防
災

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

平
成
平
成
2323
年
度
勝
山
市

年
度
勝
山
市

明
る
い
選
挙
啓
発
標
語

明
る
い
選
挙
啓
発
標
語

駐車場

通行止め

市民会館

西方寺

教育会館

↑
大
蓮
寺
川

大蓮寺川改修工事のお知らせ大蓮寺川改修工事のお知らせ
期　　間▶12月26日（月）まで（予定）
施工時間▶平日、土曜の午前８時～午後５時
通行規制▶教育会館裏の構内道路
　　　　　車　両･･･終日通行止
　　　　　歩行者･･･終日通行可
問　県奥越土木事務所地域整備課

（☎66ー 8135）

「スローライフ」とは…
　もともと私たち日本人がもっていた考え方
で、「もったいない」とモノの命を大切に使い、
食し、人や自然からの恩恵に感謝し、四季の
移ろいを感じながら暮らす生活のこと。

狩
猟
期
間
の
お
知
ら
せ

狩
猟
期
間
の
お
知
ら
せ

ス
ロ
ー
ラ
イ
フ

　
　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
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「ありがとう」 「ウルトラマン
大図鑑」

「地底の
ヘネラリーフェ」

大津　秀一／著
致知出版社

ポプラ社
網野　アミ ／著
（福井県在住）

文芸社

　いつ終わりが来てもいいように、精
いっぱい、夢や希望を持って生きるこ
とが大切なのです。１０００人の最後を
見届けてきた医師が送る、１０代に聞
かせたいメッセージ。

　初代ウルトラマンからウルトラマンゼ
ロまで、すべてのウルトラ戦士のひみ
つと全ＴＶ番組＆映画のストーリーを紹
介。バルタン星人、レッドキング、ゼッ
トンなど怪獣や宇宙人も多数収録。

　地底探検ツアー「白亜紀の世界」へよう
こそ。果たして、時空の扉の向こうは竜宮
城に繫がっているのか？「ゆめおーれ勝山」
「スキージャム」「恐竜博物館」…。地元
ネタ満載のミステリアスなファンタジー。

「みんなとちがって
いいんだよ」

「あいちゃんの
ワンピース」

「夜回り先生
いのちの授業」

ＲＯＬＬＹ／著
ＰＨＰ研究所

宮野　聡子／絵
　　講談社

水谷　修／著
日本評論社

　「女装」という人と違う趣味を持っ
たがために受けた壮絶なイジメ。コン
プレックスだらけだった僕を、バンド仲
間や恩師が変えてくれた。異彩を放つ
ロックアーティストの青春ヒストリー。

　ママが、小さくなったワンピースで、
ぬいぐるみの服を作ってくれます。かわ
いいボタンやアップリケ、うっとりするよ
うなレース。ママのお裁縫箱は、魔法の
箱のよう。女の子の憧れがつまった絵本。

　子どもたちの非行防止や薬物汚染
の拡大防止のために、「夜回り」と
呼ばれる深夜パトロールを行ってい
る著者が、いのちの大切さを広く、
優しく、深く語る。

一般図書 中高生図書 こども図書

勝山市立図書館　☎88－6000
ホームページ　http://tosyokan.city.katsuyama.fukui.jp/

おすすめ図書おすすめ図書

勝
山
の
国
人（
地
侍
）と

永
正
三
年
九
頭
竜
川
の
合
戦

（132）

　

永
正
三
年
（
一
五
〇
六
）
の
九
頭
竜
川

の
合
戦
は
、
越
前
守
護
と
し
て
朝
倉
氏
の

命
運
を
か
け
た
合
戦
で
あ
っ
た
。
こ
の
戦

い
は
本
願
寺
実じ
つ

如に
ょ

の
指
令
に
よ
り
加
賀
か

ら
加
賀
越
前
一
向
一
揆
が
、朝
倉
貞さ
だ

景か
げ（
三

代
）
が
支
配
す
る
越
前
に
侵
入
し
た
。
七

月
七
日
に
は
豊
原
寺
口
の
赤
坂
（
丸
岡
町

赤
坂
）
と
、
岩
屋
（
北
郷
町
岩
屋
）
で
合

戦
が
あ
り
、
次
い
で
八
月
六
日
に
は
鳴な
る

鹿か

表お
も
て

、
中
ノ
郷
ノ
渡わ
た
り（
福
井
市
中
ノ
郷
町
付

近
）、
高
木
口
（
福
井
市
舟
橋
・
高
木
町

付
近
）、
中な
か

角つ
の

ノ
渡
付
近
ま
で
の
九
頭
竜

川
を
境
に
し
て
戦
っ
た
。

　

こ
の
合
戦
で
は
、
越
前
国
内
の
超ち
ょ
う

勝し
ょ
う

寺じ

・
和
田
坊
主
（
本ほ
ん

覚が
く

寺
）、
元
守
護
代

の
甲
斐
氏
の
牢ろ
う

人に
ん

衆し
ゅ
う

な
ど
が
、
河か

北ほ
く

郡
・

石
川
郡
・
能の

美み

郡
・
江え

沼ぬ
ま

郡
の
郡
ご
と
に

組
織
さ
れ
た
賀
一
揆
軍
と
と
も
に
参
戦
し

た
。
一
方
、
朝
倉
軍
は
、
朝
倉
教の
り

景か
げ

（
宗そ
う

滴て
き

）
を
総
大
将
と
し
て
、
中
郷
ノ
渡
付
近

を
本
陣
と
し
て
朝
倉
家
内う
ち

衆し
ゅ
う

と
前ま
え

波ば

・
斎

藤
氏
な
ど
の
重
臣
を
配
し
た
。
鳴
鹿
表
に

は
嶋
田
・
佐
野
・
南な
ん

保ぼ

・
笠
松
な
ど
九
頭

竜
川
沿
い
の
国
人
（
地
侍
）、
高
木
口
に

は
九
頭
竜
川
以
北
の
坂
井
郡
の
国
人
、
中

角
ノ
渡
に
は
山
崎
祖そ

桂け
い

な
ど
の
家
臣
を
配

し
た
。

　
『
賀が

越え
つ

闘
諍
記
』
に
よ
れ
ば
、
細
野
の

悪あ
く

源げ
ん

次じ

と
穂ほ

田た

（
保
田
）
の
田た
ど
こ
ろ処
（
田
所
）

は
、
一
揆
軍
に
加
わ
り
、
和
田
坊
主
（
本

覚
寺
）
と
と
も
に
参
戦
し
た
。
保
田
の
田

所
は
、
賢
聖
院
所
領
目
録
の
田
所
弥
五
郎

で
あ
ろ
う
。
同
じ
地
区
の
嶋
田
と
佐
野
は
、

朝
倉
家
の
家
臣
と
な
っ
て
参
戦
し
た
。
嶋

田
氏
は
天
正
の
北
袋
一
揆
の
大
将
嶋
田
将

監
（
正
房
）
の
祖
父
の
嶋
田
正
保
で
、
壇

ノ
城
を
築
い

た
。
嶋
田
一

族
は
森
川
・

妙
金
島
・
発

坂
な
ど
に
居

住
し
嶋
田
党

と
も
言
わ
れ

た
。
佐
野
氏

は
鹿
谷
町
矢

戸
口
に
苗
字

が
あ
り
、
南

保
氏
は
藤
巻

や
竹
原
、
笠
松
氏
は
志
比
谷
に
見
ら
れ
る
。

朝
倉
氏
は
こ
の
合
戦
で
勝
利
し
、
超
勝
寺

や
本
覚
寺
は
加
賀
に
本
拠
を
移
し
、
本
願

寺
系
の
寺
や
道
場
は
壊
さ
れ
、
越
前
と
加

賀
と
の
交
通
路
は
閉
鎖
さ
れ
た
。

文
化
財
保
護
委
員　

佐
野
光
臣 九頭竜川の合戦の布陣

九頭竜川
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ハ
ワ
イ
の
文
化
に
ふ
れ
る

国
際
交
流
サ
ロ
ン
大
好
評

■
9
月
19
日　

す
こ
や
か

　新しい国際交流員マーク・フミヒコ・オハ
ラさんの出身地であるハワイの文化を紹介す
る国際交流サロンが開かれ、レイ作りやフラ
ダンス講習が参加者に大好評でした。

迫
力
の
取
り
組
み
！

市
民
体
育
大
会
相
撲
競
技
会

■
9
月
19
日　

神
明
神
社

　第57回市民体育大会相撲競技会が行われ、
勝山地区が優勝しました。

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
覇
者
に
あ
と
一
歩
！

全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権・女
子
単
３
位

■
9
月
16
日
〜
19
日　

新
潟
市

開
館
か
ら
８
０
６
日
目
で
達
成
！

ゆ
め
お
ー
れ
勝
山
入
館
者
　
万
人

■
10
月
1
日　

ゆ
め
お
ー
れ
勝
山

大勢の人でにぎわいました越前大仏周辺イベント開催
■９月25日　越前大仏ほか

　山口茜さん（勝山南部中２年）が、中学３年生～高校
２年生が主体のジュニアの部で見事３位となりました。
　準決勝でインターハイ覇者にフルセットの末、惜しく
も敗れましたが、大会を通じて中学生離れした強さを発
揮しました。

　はたや記念館ゆめおーれ勝山が、平成21年7月の開館以
来の入館者が30万人を突破しました。
　30万人目となった、松田祐也さんご一家（福井市明里町）
には記念品と「30」の文字を型どったケーキが贈られま
した。

　越前大仏周辺で各種イベントが同時開催され、多くの
人で賑わいました。奥越地場産業振興センターでは「産
業展」、越前大仏では「もんぜん市」および大仏殿で「歯
みがきロボットコンテスト」、市営プールにおいて「健康
フェスティバル」がそれぞれ開催されました。

健康フェスティバル

もんぜん市

産　業　展

歯みがきロボットコンテスト

30


